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新
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訓
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窓
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・
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報

明
訓
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発行所

新潟市江南区北山1037番地
新潟明訓高等学校同窓会
会 長　渡 辺 惇 夫

綱　　　　領
一　母校愛精神の昂揚
二　伝統保持と敬愛
三　会員の連繋と相互扶助
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挨　
拶

│
母
校
創
立
百
周
年
記
念
事
業
の

実
施
を
目
前
に
し
て
│

同
窓
会
長

渡 

辺　
惇 
夫

　
早
い
も
の
で
令
和
二
年
の
年
の
瀬
も
迫
り
、
同

窓
会
員
の
皆
様
に
は
何
か
と
気
忙
し
く
ご
多
忙
の

日
々
を
お
過
ご
し
の
こ
と
と
拝
察
い
た
し
ま
す
と
と

も
に
ご
健
勝
の
こ
と
と
お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
ま
た
常
日
頃
は
当
同
窓
会
の
諸
活
動
並
び
に
、

母
校
の
更
な
る
発
展
飛
躍
の
た
め
に
暖
か
い
ご
理

解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
こ
と
に
改

め
て
深
く
敬
意
を
表
し
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
ま
た
、
毎
年
十
一
月
頃
に
予
定
し
実
施
を
さ
せ

て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
恒
例
の
同
窓
会
総
会
で

あ
り
ま
す
が
、
今
般
の
開
催
に
つ
い
て
は
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
防
止
等
諸
事
情
を
考

慮
し
、
大
変
残
念
な
こ
と
で
は
あ
り
ま
し
た
が
止

む
を
得
ず
中
止
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

改
め
て
ご
理
解
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
皆
様
ご
承
知
の
よ
う
に
、
我
が
母
校
明

訓
高
校
は
大
正
十
年
創
立
開
校
以
来
、
他
校
に
誇

れ
る
立
派
な
伝
統
と
実
績
を
積
み
重
ね
な
が
ら
今

日
に
至
っ
て
お
り
、来
年
令
和
三
年
に
は
記
念
す
べ

き
創
立
百
周
年
と
い
う
大
き
な
節
目
を
迎
え
る
こ

と
と
な
り
、十
月
に
は
そ
れ
を
記
念
し
お
祝
い
す
る

諸
行
事
や
事
業
が
実
施
さ
れ
る
予
定
で
あ
り
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
過
日
こ
の
周
年
記
念
を
大
き
く
意
義

あ
る
も
の
と
位
置
づ
け
る
と
と
も
に
、
将
来
の
明

訓
高
校
の
限
り
な
い
発
展
に
も
繋
げ
る
記
念
諸
事

業
を
実
施
す
る
た
め
に
「
創
立
百
周
年
記
念
事
業

実
行
委
員
会
」
を
学
校
ご
当
局
、
保
護
者
会
及
び

同
窓
会
三
者
合
同
で
立
ち
上
げ
、
現
在
鋭
意
検
討

準
備
中
で
あ
り
ま
す
。

　
我
が
同
窓
会
と
し
て
も
、
こ
の
周
年
諸
行
事
の

実
施
を
強
力
に
推
進
し
、
成
功
さ
せ
る
た
め
に
あ

と
限
ら
れ
た
時
間
で
は
あ
り
ま
す
が
今
後
も
最
大

限
努
力
し
、
勇
往
邁
進
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

　
幸
い
に
も
我
が
同
窓
会
に
は
、
年
代
を
問
わ
ず

多
く
の
優
れ
た
人
材
が
広
く
各
界
各
層
に
於
い
て

指
導
的
立
場
で
ご
活
躍
を
し
て
お
ら
れ
ま
す
。

こ
の
多
く
の
皆
様
か
ら
母
校
の
現
況
等
を
こ
の
機

会
に
更
に
知
っ
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
多
く
の
関

心
を
も
っ
て
い
た
だ
き
、更
に
同
志
的
意
識
を
高
め

な
が
ら
協
力
体
制
を
確
立
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
そ
の
こ
と
が
目
前
に
迫
っ
た
創
立
百
周
年
記
念

の
諸
事
業
の
成
功
と
、
母
校
の
更
な
る
発
展
と
飛

躍
に
資
す
る
と
と
も
に
、同
窓
会
の
尚
一
層
の
活
性

化
と
発
展
に
も
繋
が
る
も
の
と
確
信
い
た
し
ま
す
。

　
今
後
と
も
同
窓
会
の
皆
様
の
旧
に
倍
す
る
ご
指

導
と
ご
協
力
を
心
か
ら
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
最
後
に
今
後
の
母
校
の
ま
す
ま
す
の
発
展
と
、

同
窓
会
員
の
皆
様
の
一
層
の
ご
活
躍
と
ご
健
勝
を

お
祈
り
申
し
上
げ
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

◇　
◇　
◇　
◇　
◇

ご　
挨　
拶

理
事
長小 

泉　
一 

樹

昨
年
十
一
月
一
日
に
本
校
の
理
事
長
に
就
任
し

て
初
め
て
の
同
窓
会
会
報
に
お
け
る
同
窓
生
の
皆

さ
ま
へ
の
ご
挨
拶
と
な
り
ま
す
の
で
、
ま
ず
は
自

己
紹
介
を
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

私
は
、昭
和
四
十
八
年
三
月
に
本
校
を
卒
業
し
、

昭
和
六
十
三
年
四
月
か
ら
新
潟
県
弁
護
士
会
に
弁

護
士
登
録
し
、
平
成
四
年
四
月
に
新
潟
市
内
に
お

い
て
独
立
開
業
し
て
、
今
日
に
至
っ
て
お
り
ま
す
。

新
潟
明
訓
の
歴
史
上
初
め
て
本
校
卒
業
生
の
理

事
長
と
な
っ
た
わ
け
で
す
が
、
こ
れ
ま
で
、
バ
ト
ン

を
繋
い
で
い
た
だ
い
た
皆
様
に
は
大
変
感
謝
す
る

次
第
で
す
。
殊
に
、
伴
昭
彦
前
理
事
長
は
私
が
卒

業
し
た
昭
和
四
十
八
年
の
六
月
か
ら
本
校
の
理
事

長
に
就
任
し
て
以
来
四
十
有
余
年
の
長
き
に
渡
り

本
校
の
経
営
に
携
わ
っ
て
来
ら
れ
、
本
校
を
新
潟

県
内
の
私
学
の
雄
と
し
て
築
か
れ
ま
し
た
こ
と
に

つ
き
ま
し
て
は
、
そ
の
業
績
に
感
謝
す
る
と
と
も

に
、
重
い
バ
ト
ン
を
預
け
ら
れ
、
大
変
な
重
責
で

あ
る
こ
と
に
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
一
杯
で
す
。

さ
て
、
本
年
は
、
春
先
か
ら
新
型
コ
ロ
ナ
感
染

拡
大
の
影
響
で
「
三
密
」
を
避
け
る
よ
う
に
声
高

に
言
わ
れ
続
け
て
き
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
現
在
、

第
三
波
が
押
し
寄
せ
て
き
て
未
だ
に
終
息
を
見
な

い
状
況
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
中
で
、
運
動

部
の
皆
さ
ん
は
総
仕
上
げ
の
大
会
が
中
止
と
な
り
、

新
入
生
の
皆
さ
ん
は
い
き
な
り
リ
モ
ー
ト
に
よ
る

授
業
を
強
い
ら
れ
る
等
大
変
な
高
校
生
活
と
な
っ

た
も
の
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
こ
う
い
っ
た
非

日
常
生
活
が
、
今
し
ば
ら
く
、
少
な
く
と
も
ワ
ク

チ
ン
接
種
が
開
始
さ
れ
る
ま
で
は
継
続
す
る
と
思

わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

奇
し
く
も
来
年
は
本
校
が
百
周
年
を
迎
え
る
記

念
す
べ
き
年
に
な
り
ま
す
。
理
事
長
は
創
立
百
周

年
記
念
事
業
実
行
委
員
会
委
員
長
と
言
う
立
場
に

も
あ
り
ま
す
が
、
記
念
会
館
の
建
設
や
記
念
式
典

の
設
営
な
ど
の
資
金
と
な
る
べ
き
寄
付
金
集
め
も

頓
挫
し
て
い
る
状
況
に
あ
り
ま
す
。
新
型
コ
ロ
ナ

感
染
の
影
響
で
同
窓
生
の
皆
さ
ま
の
中
に
も
事
業

の
運
営
に
支
障
を
来
し
て
お
ら
れ
る
方
も
多
く
い

ら
っ
し
ゃ
る
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
在
校
生
や

こ
れ
か
ら
の
新
潟
明
訓
生
に
出
来
る
限
り
負
担
が

掛
か
ら
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
に
は
、
何
と
し
て

も
、
同
窓
生
の
皆
さ
ま
の
お
力
添
え
が
必
要
で
す
。

県
内
は
も
ち
ろ
ん
、
全
国
廿
浦
浦
で
活
躍
さ
れ
て

い
る
同
窓
生
の
皆
さ
ま
に「
そ
う
か
。
百
周
年
か
。」

と
い
う
機
運
を
拡
げ
る
こ
と
が
第
一
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。

コ
ロ
ナ
に
め
げ
ず
、
世
間
に
「
明
訓
魂
」
を
見

せ
つ
け
よ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

◇　
◇　
◇　
◇　
◇

ご　
挨　
拶

学
校
長中 

山　

 

道 

夫

同
窓
会
員
の
皆
様
に
は
、
日
頃
か
ら
本
校
の
教

育
活
動
に
格
段
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
っ
て
お

り
ま
す
こ
と
に
ま
ず
も
っ
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
世
界
的
に
拡
大
し
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
に
よ
り
、
本
校
に
お
い
て
も
例
年
と

は
異
な
る
教
育
活
動
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
ま
す
。

三
月
三
日
か
ら
始
ま
っ
た
臨
時
休
校
は
、
年
度

当
初
を
除
き
五
月
末
日
ま
で
続
き
、
こ
の
間
は
授

業
、
部
活
動
は
休
止
、
職
員
は
感
染
リ
ス
ク
低
減

の
た
め
時
差
出
勤
、
在
宅
勤
務
等
の
対
応
を
と
る
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こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
三
ヶ
月
に
も
及
ぶ
長
期
の

休
校
期
間
は
こ
れ
ま
で
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
も

の
で
あ
り
ま
す
が
、
本
校
で
は
他
校
に
先
駆
け
テ

レ
ビ
会
議
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
、
四
月
二
十
七
日

か
ら
全
校
で
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
指
導
を
開
始
、

全
て
の
ク
ラ
ス
に
お
け
る
朝
、
夕
の
ホ
ー
ム
ル
ー

ム
の
ほ
か
、
授
業
動
画
の
配
信
や
質
問
教
室
等
を

実
施
し
、
配
信
し
た
動
画
は
三
百
本
を
超
え
ま
し

た
。
さ
ら
に
、
野
球
部
や
サ
ッ
カ
ー
部
の
オ
ン
ラ

イ
ン
部
活
動
、吹
奏
楽
部
の
リ
モ
ー
ト
演
奏
動
画
、

中
学
校
教
員
の
激
励
動
画
配
信
な
ど
に
も
取
り
組

み
（
一
部
は
本
校
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
）、
こ
れ

ら
の
活
動
は
学
校
再
開
後
も
含
め
、
様
々
な
マ
ス

コ
ミ
等
で
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

学
校
行
事
や
各
種
大
会
の
中
止
・
見
直
し
が
相

次
ぎ
、
活
動
に
様
々
な
制
約
が
あ
る
状
況
で
も
、

生
徒
は
頑
張
り
を
見
せ
、
部
活
動
等
で
は
女
子
駅

伝
の
都
大
路
連
続
出
場
を
は
じ
め
、
全
国
高
校
陸

上
競
技
大
会
リ
レ
ー
大
会
に
お
け
る
男
子
四
×

四
〇
〇
ｍ
リ
レ
ー
六
位
入
賞
、
野
球
部
の
秋
季
県

大
会
準
優
勝
、
全
国
高
校
サ
ッ
カ
ー
選
手
権
大
会

県
予
選
準
優
勝
、
吹
奏
楽
部
の
県
ア
ン
サ
ン
ブ
ル

コ
ン
テ
ス
ト
金
賞
、
全
国
高
校
生
模
擬
国
連
大
会

の
八
年
連
続
出
場
な
ど
の
成
果
を
出
し
て
く
れ
て

い
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
終
息
の
兆
し
が
見
透
せ
な
い

中
、
こ
れ
か
ら
は
大
学
入
試
本
番
を
迎
え
ま
す
が
、

文
武
両
道
の
明
訓
と
し
て
、
東
大
や
北
大
、
東
北

大
な
ど
難
関
国
立
大
学
、
新
大
な
ど
の
医
学
部
医

学
科
、
早
稲
田
、
慶
應
を
は
じ
め
と
す
る
難
関
私

立
大
学
に
多
数
の
進
学
者
を
出
し
た
今
春
に
匹
敵

す
る
成
果
を
期
待
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

最
後
に
、
い
よ
い
よ
来
年
度
は
創
立
百
周
の
年

で
す
。
こ
れ
ま
で
の
百
年
を
振
り
返
り
つ
つ
、
こ

れ
か
ら
の
百
年
を
見
据
え
た
学
校
運
営
に
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、
引
き

続
き
、
会
員
の
皆
様
の
ご
理
解
・
ご
協
力
を
賜
り

ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

新潟明訓高等学校創立百周年記念事業ついて

同窓会員の皆様

新潟明訓高等学校は大正10年９月、向学の念に燃えた勤労青年が集まり、自らの手で開設した全国でも
稀な学校であります。開校以来、同窓会、保護者及び教職員が堅く手を結び、「好学・自治・質実・協力･
奉仕」の校訓のもと、輝かしい伝統を築きあげてまいりました。これまでに、約３万余名に及ぶ卒業生を
送り出し、多数の有為な人材が世界を舞台に活躍しております。現在、中学校･高等学校合わせて36学級
1,500余名の生徒を擁する学校となり、学習活動とともに部活動においても素晴らしい成果をあげるなど、
文武両道の学校として、県内はもとより全国に知られているところであります。
このように歴史ある本校も、2021年には創立百周年を迎えることとなります。
この記念すべき年を迎え、本校百年の歩みの中で培われてきた好学・自治の校風を誇りに、さらに未来
に向かって躍進することを目指し、同窓会、保護者会、学校が一体となって、創立百周年記念事業実行委
員会を組織し、記念事業について検討して参りました。
その結果、記念事業として下記の教育環境整備を行うことといたしました。
つきましては、この事業を機に、本校のさらなる発展を目指し・明訓に学ぶ生徒達の教育環境の充実を
図るため、皆様方に募金のご協力をお願いするものであります。経済状況の厳しい中、誠に恐縮に存じま
すが、何卒この趣旨にご賛同いただき、ご協力を賜ります。

○創立百周年記念事業

１　教育環境整備
明訓の歴史資料の展示及び収蔵、放課後・休日などにおける生徒の学習スペース、同窓会活動拠点な
どの機能を有する新潟明訓記念会館の建設

２　記念式典・記念講演会
令和３年10月23日　朱鷺メッセで実施予定

３　創立百周年記念誌の発行

４　明訓高校同窓会名簿

新潟明訓高等学校創立百周年記念事業実行委員会

実行委員長　　理事長　　　　小　泉　一　樹
実行副委員長　同窓会長　　　渡　辺　惇　夫
実行副委員長　保護者会会長　生　野　昭　雄
実行副委員長　校　長　　　　中　山　道　夫
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令
和
元
年
度

明
訓
同
窓
会
本
部
総
会

令
和
元
年
度
新
潟
明
訓
高
校
同
窓
会
本

部
総
会
は
令
和
元
年
11
月
２
日
（
土
）
午

後
４
時
か
ら
「
Ａ
Ｎ
Ａ
ク
ラ
ウ
ン
プ
ラ
ザ

ホ
テ
ル
新
潟
」
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

ご
来
賓
に
中
山
道
夫
校
長
を
お
迎
え
し

て
、
首
都
圏
新
潟
明
訓
会
か
ら
は
秋
葉
会

長
、
関
西
新
潟
明
訓
会
か
ら
は
阿
部
副
会

長
が
出
席
さ
れ
、
今
年
も
大
学
３
年
生
を

３
名
ご
招
待
し
て
総
勢
１
２
５
名
で
の
開

催
と
な
り
ま
し
た
。

総
会
は
渡
辺
会
長
の
挨
拶
で
開
会
し

て
、
ご
来
賓
の
中
山
道
夫
校
長
か
ら
は
ご

祝
辞
と
母
校
の
近
況
報
告
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
そ
の
後
、
１
号
議
案
か
ら
５
号
議

案
ま
で
の
議
案
が
審
議
、
承
認
さ
れ
総
会

は
閉
会
と
な
り
ま
し
た
。
休
憩
を
挟
ん
で

午
後
５
時
か
ら
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
の
部

で
は
、
７
年
ぶ
り
に
母
校
、
新
潟
明
訓
高

等
学
校
吹
奏
楽
部
を
お
招
き
し
て
チ
ャ
リ

テ
ィ
ー
演
奏
会
を
行
い
ま
し
た
。
ご
出
席

の
会
員
皆
様
に
は
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
に
ご
協

力
を
頂
き
ま
し
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
懇
親
会
で
は
学
校
教
職
員
、
旧
教
職
員

の
皆
様
も
出
席
い
た
だ
き
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
に
よ

る
母
校
の
活
躍
ぶ
り
も
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
は
各
テ
ー
ブ
ル
や
テ
ー
ブ
ル
を
越

え
て
久
々
の
再
開
に
旧
交
を
温
め
、
お
酒

に
会
話
に
花
が
咲
き
、
会
場
内
は
大
い
に

盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

懇
親
会
も
終
盤
と
な
り
、
恒
例
の
お
楽

し
み
抽
選
会
が
行
わ
れ
、
校
歌
斉
唱
、
万

歳
三
唱
で
締
め
、
あ
っ
と
い
う
間
の
２
時

間
と
な
り
ま
し
た
。

　
同
窓
会
本
部
総
会
は
毎
年
開
催
し
て
い

ま
す
。
日
程
等
、
詳
細
が
決
ま
り
し
だ
い

同
窓
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま

す
の
で
是
非
ご
参
加
下
さ
い
。

【
令
和
２
年
度
本
部
総
会
中
止
の
ご
報
告
】

「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
」感
染
防

止
の
観
点
か
ら
令
和
２
年
度
本
部
総
会
は
中

止
と
し
ま
し
た
。
同
じ
く
首
都
圏
、
関
西
の

懇
親
パ
ー
テ
ィ
ー
も
中
止
と
な
り
ま
し
た
。

令
和
元
年
度

首
都
圏
新
潟
明
訓
会

懇
親
パ
ー
テ
ィ
ー

「
令
和
元
年
度　

第
32
回
首
都
圏
新
潟

明
訓
会　
懇
親
パ
ー
テ
ィ
ー
」
が
令
和
元

年
11
月
９
日
12
時
か
ら
、
明
治
記
念
館
１

階
芙
蓉
の
間
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
本
部

同
窓
会
か
ら
渡
辺
会
長
、櫻
井
副
会
長
、関

西
同
窓
会
か
ら

本
間
会
長
が
出

席
。
学
校
か
ら

は
中
山
校
長
、

本
部
同
窓
会
副

会
長
で
も
あ
る

渡
邊
教
頭
が
出

席
し
ま
し
た
。

秋
葉
会
長
の

挨
拶
、
中
山
校

長
か
ら
ご
祝
辞

と
母
校
近
況
報

告
の
あ
と
、
在
校
生
の
部
活
動
の
動
画
上

映
な
ど
活
発
な
様
子
の
紹
介
、
熊
倉
由
美

さ
ん
（
昭
和
56
年
卒
）
の
ジ
ャ
ズ
タ
イ
ム

な
ど
が
あ
り
ま
し
た
。
立
食
形
式
の
ゆ
っ

た
り
と
し
た
会
で
、
み
な
さ
ん
が
久
し
ぶ

り
の
再
会
に
、
そ
し
て
新
し
い
参
加
メ
ン

バ
ー
と
の
出
会
い
を
楽
し
み
、
盛
会
の
う

ち
に
終
了
し
ま
し
た
。
本
懇
親
会
に
は
女

性
会
員
も
多
く
ご
参
加
い
た
だ
い
て
お
り

ま
す
。
お
近
く
に
お
住
ま
い
の
同
窓
生
の

み
な
さ
ん
、
是
非
一
度
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

令
和
元
年
度関西

新
潟
明
訓
会

懇
親
パ
ー
テ
ィ
ー

令
和
元
年
度
関
西
新
潟
明
訓
会
懇
親

パ
ー
テ
ィ
ー
は
令
和
元
年
10
月
５
日（
土
）午

後
１
時
か
ら
大
阪
駅
直
結
の
「
ホ
テ
ル
グ
ラ

ン
ヴ
ィ
ア
大
阪
」
21
階
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

同
窓
会
本
部
か
ら
は
大
倉
副
会
長
、首
都

圏
新
潟
明
訓
会
か
ら
は
星
野
幹
事
が
出
席
。

新
潟
明
訓
高
校
か
ら
は
中
山
校
長
と
渡

邊
教
頭
が
出
席
さ
れ
総
勢
17
名
で
の
開
催

と
な
り
ま
し
た
。

本
間
会
長
か
ら
開
会
に
先
立
ち
、名
誉
顧

問
の
坂
井
誠
一
郎
氏
（
昭
和
29
年
卒
業
）
が

令
和
元
年
５
月
に
ご
逝
去
さ
れ
た
旨
の
報
告

が
あ
り
、
全
員
で
黙
祷
を
捧
げ
ま
し
た
。
関

西
新
潟
明
訓
会
設
立
時
の
メ
ン
バ
ー
が
ま
た

お
一
人
ご
逝
去
さ
れ
誠
に
残
念
に
思
い
ま
す
。

開
会
後
、
本
間
会
長
の
ご
挨
拶
、
中
山

校
長
か
ら
ご
祝
辞
と
母
校
の
近
況
報
告
を

い
た
だ
き
、
安
城
顧
問
の
乾
杯
で
懇
親
会

は
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
今
年
の
ア
ト
ラ

ク
シ
ョ
ン
は
土
井
副
会
長
の
フ
ル
ー
ト
の

先
生
、
フ
ル
ー
テ
ィ
ス
ト
の
松
村
真
美
先

生
の
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
、
恒
例
と
な
っ
た

新
潟
県
産
品
の
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
一
年
振
り
の
再
会
や
久
々
の
再

開
に
グ
ラ
ス
を
交
わ
し
、
近
況
等
を
語
り

合
い
、
あ
っ
と
い
う
間
の
２
時
間
半
は
校

歌
斉
唱
で
閉
会
と
な
り
ま
し
た
。

昨
年
か
ら
学
校
の
ご
厚
意
に
よ
り
、
卒

業
時
に
関
西
新
潟
明
訓
会
の
紹
介
文
を
配

布
し
て
い
た
だ
き
、
関
西
圏
の
大
学
に
進

学
さ
れ
る
卒
業
生
に
連
絡
先
の
登
録
を
お

願
い
し
て
い
ま
し
た
が
、
お
陰
様
で
今
回

は
新
卒
生
の
佐
藤
杏
香
さ
ん
が
参
加
し
て

い
た
だ
き
、
会
の
雰
囲
気
は
一
気
に
明
る

く
な
り
ま
し
た
。

関
西
圏
に
お
住
い
の
同
窓
生（
学
生
）の

皆
様
、
是
非
一
度
、
関
西
新
潟
明
訓
会
に

ご
参
加
下
さ
い
。
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

連
絡
先
：（
事
務
局
）
阿
部
邦
義

　
０
９
０
―
５
９
０
２
―
２
９
９
３
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私立大学 2016 2017 2018 2019 2020
現役 既卒 現役 既卒 現役 既卒 現役 既卒 現役 既卒

自 治 医 科 2 1 1 1
早 稲 田 8 4 10 3 4 7 6 3 7 2
慶 応 9 1 2 1 3 4 3 4 4
上 智 3 3 1 3 1
東 京 理 科 5 2 11 7 6 14 6 11 18 5
明 治 12 1 12 5 10 1 17 4 11 8
立 教 7 1 5 2 8 3 12 4 12 1
青 山 学 院 9 2 6 2 6 1 5 5 5 5
中 央 27 10 21 7 13 2 9 1 18 7
法 政 12 1 22 3 16 1 15 7 11 10
学 習 院 5 5 2 4 6 2 3
東 京 農 業 7 2 1 7 1 9 7 4
津 田 塾 2 6 2 4 1 1
国 際 基 督 教 1 1 1 1 1 1
北 里 2 1 1 5 6 1 5 1
芝 浦 工 業 6 1 11 3 3 9 4 6 5 6
成 蹊 2 2 3 1 3 3
成 城 2 1 2 1 6 2 1 2
日 本 29 9 27 3 26 15 23 10 29 7
東 洋 28 5 23 5 25 6 17 5 11 9
駒 沢 15 2 14 2 12 8 7 10 3
専 修 16 3 16 4 18 2 11 5 9 9
明 治 学 院 7 5 2 8 9 6 1
獨 協 4 2 9 1 5 2
神 奈 川 11 1 8 2 6 1 6 1 4 2
新 潟 薬 科 19 1 13 3 11 1 19 1 22 1
同 志 社 4 2 4 1 7 5 6 2 4 1
立 命 館 11 1 3 5 5 8 1 6 2
関 西 2 1 1 3 1 2 3 1
関 西 学 院 2 3 2 1 9 2
そ の 他 287 38 259 43 217 126 198 126 280 126
小 計 552 86 500 106 445 126 425 131 503 190
私 立 合 計 638 606 571 556 693

令和２年度
大学入試
（現役）

東　

京

京　

都

北

海

道

東　

北

名

古

屋

大　

阪

九　

州

東　

工

一　

橋

筑　

波

難
関
大
合
計

国

公

立

医

学

科

早

稲

田

慶　

應

私
立
医
学
科

合　計 2 3 6 1 1 1 14 1 7 4 1
ⅠⅢ類 1 3 1 1 6 2 1 1
Ⅱ類 2 2 3 1 8 1 5 3

全
国
の
入
試
状
況

　
令
和
２
年
度
大
学
入
試
セ
ン
タ
ー
試
験
は
、
数

学
の
平
均
が
前
年
よ
り
12
点
ダ
ウ
ン
、
英
語
筆
記

の
平
均
が
６
点
ダ
ウ
ン
し
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、

国
立
型
９
０
０
点
満
点
の
平
均
は
、
文
系
で
は
22

点
ダ
ウ
ン
の
５
４
８
点
に
、
理
系
で
は
17
点
ダ
ウ

ン
の
５
５
９
点
と
な
り
、
文
系
、
理
系
と
も
平
均

点
ダ
ウ
ン
と
な
り
ま
し
た
。

　
国
公
立
大
学
入
試
は
、２
次
試
験
出
願
数
が
44・

０
万
人
と
対
前
年
で
３・０
万
人
減
と
な
り
、志
願

倍
率
４・４
倍
と
な
り
ま
し
た
。

　
私
立
大
学
入
試
は
、
一
般
入
試
の
志
願
者
数
が

前
年
よ
り
約
４
％
減
少
し
ま
し
た
。

本
校
の
入
試
状
況

　
本
校
の
セ
ン
タ
ー
試
験
の
結
果
は
、
文
系
で
は

５
３
２
点
、
理
系
５
６
０
点
と
な
り
ま
し
た
。

　
合
格
数
は
、
現
役
で
は
、
国
公
立
大
学
１
０
４

名
合
格
と
な
り
ま
し
た
。
東
京
２
、
東
京
工
業
１
、

北
海
道
大
３
、
東
北
大
６
、
筑
波
１
、九
州
１
、
早

稲
田
大
７
、
慶
應
大
４
な
ど
難
関
大
学
合
格
者
数

も
、
コ
ー
ス
問
わ
ず
健
闘
し
ま
し
た
。
ま
た
、
医

学
科
は
現
浪
合
わ
せ
て
国
公
立
へ
４
名
進
学
、
私

立
へ
４
名
進
学
し
ま
し
た
。

　
生
徒
が
明
訓
の
指
導
を
信
じ
、
目
的
意
識
・
志

望
が
明
確
で
あ
り
、
最
後
ま
で
諦
め
る
こ
と
な
く
、

当
た
り
前
の
学
習
（
予
習
、
授
業
、
復
習
）
を
地

道
に
行
い
、
入
試
問
題
に
対
し
て
、
ど
の
よ
う
に

取
り
組
め
ば
合
格
で
き
る
の
か
を
具
体
的
に
考
え

学
習
し
た
結
果
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

　
現
在
、
現
役
高
校
３
年
生
は
、
新
入
試
の
導
入

や
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
等
か
つ
て
な
い
状
況
と

な
っ
て
い
ま
す
が
、
最
初
の
関
門
で
あ
る
大
学
入

学
共
通
テ
ス
ト
を
目
指
し
頑
張
っ
て
い
ま
す
。
同

窓
生
の
皆
様
も
暖
か
い
目
で
見
守
っ
て
頂
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

進路指導部

難
関
国
立
大
14
名
合
格

医
学
科
現
浪
８
名
進
学

最
近
の
入
試
状
況
と
本
校
の
概
況

★ 学 ★ 校 ★ 案 ★ 内 ★

過去５年間の合格者推移
国公立大学 2016 2017 2018 2019 2020

現役 既卒 現役 既卒 現役 既卒 現役 既卒 現役 既卒
北 海 道 7 2 2 1 4 4 7 3
東 北 8 1 3 5 2 6
山 形 4 2 2 8 6 1 3 2
福 島 1 1 1 3
筑 波 5 1 2 3 1
埼 玉 6 2 1 1 4 3 1 2
千 葉 4 1 2 1 1 2 1
お 茶 の 水 1
電 気 通 信 3 2 1 1 1 1
東 京 1 1 2
東 京 学 芸 2 1 2 1 1 4 2 2 2
東 京 外 国 語 1 5 3 3 1
東 京 工 業 1 1 2 1
一 橋
横 浜 国 立 4 2 2 1 2 1 2
新 潟 67 9 33 17 44 10 70 9 26 14
長岡技術科学 1 1 1 4
上 越 教 育 1 1 1 1 3
富 山 1 1 2 4 3 5
金 沢 2 1 1 3 3 1
信 州 3 1 1 3 1 1 1
名 古 屋 1 2 1
京 都 1 1
大 阪 1 2 1
九 州 1 1 1
高 崎 経 済 3 3 1 2 2
東 京 都 立 2 1 3
横 浜 市 立 1 1 1 2 1 2
新 潟 県 立 24 1 15 3 15 2 15 2 14 3
新潟県立看護 2 3 2 4 1 7
そ の 他 33 1 25 4 20 8 26 21 13
小 計 189 22 106 35 124 30 166 30 104 43
国 公 立 合 計 211 141 154 196 147
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今
年
の
明
訓
祭
は「
明
訓
万
博
」を
テ
ー

マ
に
９
月
８
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
年

は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大

防
止
の
観
点
か
ら
、
在
校
生
徒
と
教
職
員

の
み
の
参
加
と
し
、
保
護
者
な
ら
び
に
外

部
の
方
々
に
は
非
公
開
と
い
う
形
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、ク
ラ
ス
企
画
も「
教

室
作
品
」、｢

屋
内
外
ア
ー
ト｣

、｢

映
画｣

と
部
門
を
限
定
し
、
例
年
な
ら
ば
大
い
に

盛
り
上
が
る
前
夜
祭
の
リ
バ
テ
ィ
ー
ス
ク

エ
ア
も
開
催
さ
れ
ず
、
何
か
と
制
約
の
多

い
明
訓
祭
と
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
そ

の
よ
う
な
状
況
中
で
も
明
訓
生
は
創
意
工

夫
を
凝
ら
し
各
ク
ラ
ス
特
色
の
あ
る
企
画

を
発
表
し
て
く
れ
ま
し
た
。
明
訓
祭
の
開

催
に
あ
た
っ
て
は
、
生
徒
会
執
行
部
を
始

め
と
す
る
全
校
生
徒
の
み
な
さ
ん
や
協
力

し
て
頂
い
た
教
職
員
の
方
々
に
感
謝
を
申

し
上
げ
ま
す
。
令
和
３
年
は
明
訓
高
校
創

立
百
周
年
の
年
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
終
息
を
願
い
つ
つ
、
新
し
い
時
代
の
明

訓
祭
が
盛
大
に
開
催
さ
れ
る
こ
と
を
祈
念

い
た
し
ま
す
。

主
な
結
果
は
次
の
通
り
で
す
。

明　
訓　
祭
令
和
２
年
９
月
８
日
（
火
）
開
催

令和２年度明訓祭

○高校優秀賞
　１位　３年４組
　２位　３年７組
　３位　２年５組　２年10組

○中学優秀賞　３年Ｂ組

○部門賞
　教室作品部門　　　　　３年４組
　屋外・屋内アート部門　３年９組
　映画部門　　　　　　　２年５組

○CM賞
　１位　３年Ａ組　２年５組
　３位　３年９組

○パネル賞
　１位　３年Ａ組
　２位　２年１組
　３位　２年５組

３年10組 屋外アート作品 各クラスのパネル

３年Ａ組 教室作品 生徒会の企画による手形アート
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２
０
２
０
年
２
月
か
ら
猛
威
を
振
る
い

続
け
て
い
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
は
新
潟

明
訓
高
校
の
教
育
活
動
に
も
大
き
く
影
響

を
及
ぼ
し
、
様
々
な
変
化
も
あ
り
ま
し
た
。

ま
ず
、３
月
の
卒
業
式
は
在
校
生
の
出
席

は
一
部
生
徒
の
み
と
な
り
、式
次
第
も
簡
略

化
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
は
臨
時
休
校
と
な

り
３
月
の
授
業
は
ほ
ぼ
な
く
な
り
ま
し
た
。

４
月
６
日
の
始
業
式
か
ら
教
育
活
動
は

再
開
さ
れ
ま
し
た
が
、
生
徒
は
毎
朝
の
登

校
前
に
体
温
を
計
っ
て
、
保
護
者
押
印
の

上
学
校
に
申
告
し
ま
す
。
登
校
か
ら
帰
宅

ま
で
の
間
は
マ
ス
ク
の
着
用
と
な
り
ま

す
。
当
初
は
マ
ス
ク
の
品
薄
に
つ
き
、
文

部
科
学
省
が
紹
介
す
る
手
作
り
マ
ス
ク
の

YouTube

動
画
を
案
内
し
た
り
も
し
ま

し
た
。
ま
た
、
始
業
式
は
校
内
放
送
で
行

わ
れ
ま
し
た
。
４
月
７
日
の
入
学
式
は
、

中
高
別
々
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
こ

の
頃
か
ら
校
内
へ
の
入
校
制
限
の
実
施
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

通
常
と
は
ほ
ど
遠
い
も
の
の
教
育
活
動

が
再
開
さ
れ
た
矢
先
、
４
月
15
日
か
ら
２

度
目
の
臨
時
休
業
の
措
置
が
と
ら
れ
ま
し

た
。
当
初
は
週
１
回
の
学
年
別
の
登
校
日

が
設
け
ら
れ
ま
し
た
が
、
こ
の
頃
に
は
国

の
緊
急
事
態
宣
言
が
発
令
さ
れ
た
た
め
に

そ
れ
も
な
く
な
り
、
先
の
見
え
な
い
休
校

期
間
へ
と
突
入
し
ま
し
た
。
こ
の
頃
行
わ

れ
た
教
育
活
動
は

１　

�

毎
朝
朝
礼
の
時
間
と
夕
刻
の
終
礼
の

時
間
に
生
徒
は
制
服
着
用
の
上
、
オ

ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
ホ
ー
ム
ル
ー
ム
を

行
う
。
規
則
正
し
い
生
活
を
送
る
と

と
も
に
、
制
服
を
着
用
す
る
こ
と
で

気
持
ち
を
引
き
締
め
る
。

２　

�

１
週
間
に
１
回
学
習
課
題
を
郵
送
す

る
。

３　

�

教
員
が
授
業
動
画
を
撮
影
し
、
そ
れ

を
生
徒
へ
配
信
す
る
。

４　
�

オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
質
問
教
室
を
開
設

す
る
。

な
ど
で
す
。
ま
た
、
教
員
も
半
日
の
出
勤

と
、
半
日
の
在
宅
勤
務
と
い
っ
た
体
制
を

敷
い
て
お
り
ま
し
た
。

ま
た
こ
の
頃
、吹
奏
楽
部
や
ダ
ン
ス
部
が

動
画
を
作
成
し
、
そ
れ
を
配
信
す
る
こ
と

で
評
判
を
呼
び
、
さ
ま
ざ
ま
な
メ
デ
ィ
ア
に

取
り
上
げ
て
い
た
だ
い
た
り
も
し
ま
し
た
。

５
月
12
日
か
ら
は
学
年
ご
と
の
分
散
登

校
が
再
開
さ
れ
、ま
た
ク
ラ
ス
を
２
つ
に
分

け
て
、
１
時
間
程
度
課
題
の
回
収
や
ホ
ー

ム
ル
ー
ム
を
行
い
ま
し
た
。

５
月
21
日
か
ら
は
、
全
校
生
徒
を
午
前

と
午
後
に
分
け
て
ク
ラ
ス
の
半
数
が
登
校

し
、
教
科
指
導
が
再
開
さ
れ
ま
し
た
。
50

分
授
業
を
３
コ
マ
行
い
、
久
し
ぶ
り
の
対

面
授
業
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

そ
し
て
、
６
月
１
日
か
ら
は
通
常
の
時

間
割
に
よ
る
教
育
活
動
が
再
開
さ
れ
ま
し

た
。
引
き
続
き
毎
朝
の
体
温
チ
ェ
ッ
ク
や

マ
ス
ク
の
着
用
は
続
い
て
お
り
ま
す
し
、

入
校
に
は
事
前
の
予
約
が
必
要
で
あ
っ
た

り
、
図
書
館
の
学
習
室
の
利
用
に
制
限
が

設
け
ら
れ
た
り
し
て
お
り
ま
す
。

そ
の
中
で
、
10
月
20
日
に
「
科
捜
研
の

女
」
や
「
相
棒
」
な
ど
と
い
っ
た
映
画
や

ド
ラ
マ
の
監
督
の
橋
本
一
さ
ん（
卒
業
生
）

に
よ
る
講
演
会
が
オ
ン
ラ
イ
ン
で
行
わ
れ

ま
し
た
。
通
常
６
月
に
行
っ
て
い
る
特
別

文
化
行
事
が
延
期
さ
れ
た
も
の
で
、
ま
た

橋
本
さ
ん
ご
自
身
に
明
訓
高
校
に
来
て
い

た
だ
く
こ
と
は
叶
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

映
画
や
ド
ラ
マ
の
で
き
る
ま
で
の
過
程
や
、

橋
本
さ
ん
自
身
の
明
訓
時
代
を
含
め
た
こ

れ
ま
で
の
半
生
の
お
話
に
、
生
徒
は
と
て

も
熱
心
に
聞
い
て
お
り
ま
し
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
下
に
お
け
る
校
内
の
取
り
組
み

母校明訓の YouTube チャンネルには動画が続々アップ中！明訓YouTube チャンネル

学校や後輩たちの活発な動画を視聴できます！
○学校紹介
○吹奏楽部のリモート演奏
○ダンス部のリモート作品　などなど

YouTube チャンネルには
ここからアクセス

高校ホームページ内のバナーから
https://www.niigata-meikun.ed.jp/

橋本一さんの講演会
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陸
上
競
技
部

コ
ロ
ナ
禍
の
シ
ー
ズ
ン
を
振
り
返
っ
て

陸
上
競
技
部　
部
長　

齋
藤　
舜
介

私
た
ち
陸
上
競

技
部
は
、
毎
年
多

く
の
部
員
が
イ
ン

タ
ー
ハ
イ
に
出
場

し
て
お
り
、
今
年

も
イ
ン
タ
ー
ハ
イ

出
場
の
た
め
に
全

員
が
一
丸
と
な
っ

て
日
々
の
練
習
に

取
り
組
ん
で
き

た
。し
か
し
、新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
影
響
に
よ
っ
て
、

史
上
初
の
イ
ン

タ
ー
ハ
イ
中
止
が

決
定
し
た
。特
に
、

こ
の
舞
台
を
目
標

に
し
て
三
年
間
練

習
に
励
ん
で
き
た

三
年
生
に
と
っ
て

は
、
悔
や
ん
で
も

悔
や
み
き
れ
な
い

結
果
と
な
っ
た
。

昨
年
の
秋
に
行

な
わ
れ
た
北
信
越
高
校
新
人
大
会
で
は
、
男
子
四

×
一
〇
〇
ｍ
Ｒ
、
男
子
四
×
四
〇
〇
ｍ
Ｒ
の
両
リ

レ
ー
で
の
優
勝
。
そ
し
て
個
人
種
目
で
も
七
種
目

で
入
賞
す
る
な
ど
、
成
績
の
面
で
は
新
チ
ー
ム
と

し
て
良
い
結
果
が
残
せ
た
。
し
か
し
、
挨
拶
や
態

度
な
ど
の
面
で
は
、
今
ま
で
の
チ
ー
ム
と
比
較
す

る
と
一
人
ひ
と
り
の
意
識
が
不
足
し
て
い
た
。
そ

こ
で
、
ふ
さ
わ
し
い
チ
ー
ム
に
な
る
た
め
、
冬
期

練
習
に
入
る
前
に
全
員
で
部
訓
で
あ
る
「
絆
走
」

の
意
味
を
あ
ら
た
め
て
確
認
し
た
。

冬
期
練
習
で
は
、
走
り
込
み
や
朝
練
な
ど
苦
し

い
練
習
が
多
か
っ
た
が
、
部
員
全
員
で
活
気
の
あ

る
雰
囲
気
を
作
り
、
順
調
に
シ
ー
ズ
ン
イ
ン
に
向

か
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
シ
ー
ズ
ン
イ
ン
を
目
前

に
し
て
、
部
活
動
の
中
止
や
活
動
場
所
の
制
限
な

ど
、
大
会
前
の
大
切
な
活
動
時
間
が
奪
わ
れ
て
し

ま
っ
た
。

そ
の
後
も
大
会
の
中
止
や
延
期
が
続
き
、
そ
ん

な
中
で
発
表
さ
れ
た
の
が
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
の
中
止

だ
っ
た
。
幸
い
、
県
大
会
の
規
模
で
二
つ
の
大
会

が
行
わ
れ
、
一
度
も
大
会
に
出
場
で
き
ず
に
引
退

と
い
う
こ
と
に
は
な
ら
な
か
っ
た
が
、
納
得
の
い

く
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
そ
れ
で
も
、
部
員
全
員

が
こ
の
開
催
さ
れ
た
大
会
に
全
力
で
挑
む
姿
は
、

競
技
面
だ
け
で
は
な
く
、
様
々
な
面
で
も
、
明
訓

と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
チ
ー
ム
に
成
長
し
て
い
た
と

思
う
。
上
に
つ
な
が
る
大
会
で
は
な
か
っ
た
も
の

の
、
多
く
の
種
目
で
入
賞
し
、
ベ
ス
ト
を
尽
く
す

こ
と
が
で
き
た
。

そ
し
て
、
秋
に
は
、
そ
の
勢
い
の
ま
ま
、
イ
ン

タ
ー
ハ
イ
の
代
替
大
会
と
し
て
行
わ
れ
た
全
国

大
会
で
は
、
二
年
生
チ
ー
ム
な
が
ら
男
子
四
×

四
〇
〇
ｍ
Ｒ
で
第
六
位
に
入
賞
し
、
北
信
越
勢
と

し
て
は
十
四
年
ぶ
り
と
な
る
全
国
入
賞
果
た
し
、

さ
ら
に
北
信
越
高
校
記
録
も
更
新
を
す
る
こ
と
が

で
き
た
。
引
退
し
た
三
年
生
の
想
い
も
背
負
っ
て

走
っ
て
く
れ
た
後
輩
た
ち
を
誇
ら
し
く
思
え
た
。

今
年
の
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
中
止
や
練
習
環
境
の
変

化
で
、
当
た
り
前
に
活
動
で
き
る
こ
と
へ
の
感
謝
、

仲
間
と
共
に
練
習
で
き
た
こ
と
の
尊
さ
を
改
め
て

学
ぶ
こ
と
が
で
き
た
。
後
輩
た
ち
は
こ
の
こ
と
を

忘
れ
ず
に
、
チ
ー
ム
明
訓
と
し
て
日
々
の
活
動
を

よ
り
大
切
に
し
て
、
目
標
の
た
め
に
頑
張
っ
て
も

ら
い
た
い
。

最
後
に
、
三
年
間
私
た
ち
を
優
し
く
、
時
に
は

厳
し
く
指
導
し
て
く
だ
さ
っ
た
金
子
先
生
、
深
瀧

先
生
、
支
え
て
く
だ
さ
っ
た
保
護
者
の
方
々
、
応

援
し
て
く
れ
た
多
く
の
方
々
、
本
当
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

女
子
駅
伝
部

2
度
目
の
都
大
路
を
終
え
て

女
子
駅
伝
部　
部
長　

五
十
嵐
望
来

　
私
た
ち
女
子
駅
伝
部
は
12
月
20
日
に
京
都
で
行

わ
れ
た
全
国
高
校
駅
伝
大
会
に
出
場
し
、
結
果
41

位
で
し
た
。

　
今
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に
よ
り
、

駅
伝
が
開
催
さ
れ
る
か
も
危
う
く
な
っ
た
こ
と
も

あ
り
ま
し
た
が
無
事
開
催
さ
れ
た
こ
と
、
走
れ
た

こ
と
に
感
謝
の
気
持
ち
と
嬉
し
い
気
持
ち
で
い
っ

ぱ
い
で
す
。
結

果
は
納
得
い
く

よ
う
な
結
果
で

は
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
が
、

チ
ー
ム
で
最
初

で
最
後
の
襷
を

繋
ぐ
こ
と
が
で

き
て
良
か
っ
た

で
す
。
そ
の
反

面
、
全
国
と
い

う
壁
の
高
さ
や
自
分
た
ち
の
力
不
足
を
改
め
て
実

感
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
全
国
大
会
出
場
に

あ
た
っ
て
、
多
く
の
方
々
か
ら
温
か
い
声
援
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。
１
つ
１
つ
の
言
葉
が
私
た
ち
の

力
へ
変
わ
っ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。
本
当
に
た
く

さ
ん
の
応
援
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
ま
た
、

深
瀧
先
生
、
金
子
先
生
、
保
護
者
の
方
々
の
支
え

が
な
け
れ
ば
、
こ
こ
ま
で
成
長
す
る
こ
と
は
で
き

な
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
ど
ん
な
時
も
私
た
ち
の

一
番
傍
で
支
え
、
応
援
し
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
最
後
に
な
り
ま
す
が
、
私
た
ち
三
年
生
が
達
成

で
き
な
か
っ
た
目
標
を
後
輩
達
へ
襷
を
繋
ぎ
、
全

国
で
の
悔
し
さ
を
バ
ネ
に
苦
し
く
て
辛
い
時
こ
そ

チ
ー
ム
み
ん
な
で
前
向
き
に
新
た
な
目
標
へ
向

か
っ
て
頑
張
っ
て
ほ
し
い
で
す
。
そ
し
て
ま
た
１

令
和
２
年
度

部
活
動
報
告
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年
後
、
全
国
の
舞
台
で
新
潟
明
訓
高
校
が
輝
い
て

い
る
姿
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

陸
上
競
技
部　
全
国
大
会
戦
績

・  

大
会
名　

全
国
高
等
学
校
陸
上
競
技
大
会

２
０
２
０　
リ
レ
ー
競
技
大
会

期　
日　
令
和
２
年
10
月
16
日
～
18
日

開
催
地　
日
産
ス
タ
ジ
ア
ム
（
横
浜
市
）

結　
果

　
　

�

男
子
４
×
４
０
０
ｍ
Ｒ�(
野
内
優
義
、
西
野

拓
志
、
西
野
航
史
、
鈴
木
大
翼)

　
　
予
選　
４
組
１
着　
決
勝
進
出

　
　
決
勝　
第
６
位
入
賞

　
　
※�

３
分
12
秒
20
の
北
信
越
高
等
学
校
新
記
録
樹
立

　
　

�

男
子
４
×
１
０
０
ｍ
Ｒ
（
瀧
本
悠
一
朗
、
鈴

木
大
翼
、
西
野
拓
志
、
鷲
澤
蓮
）

　
　
予
選��

２
組
３
着　
予
選
敗
退

・  

大
会
名　

全
国
高
等
学
校
陸
上
競
技
大
会

２
０
２
０

　
期　
日　
令
和
２
年
10
月
23
日
～
25
日

　
開
催
地　
広
島
広
域
公
園
陸
上
競
技
場（
広
島
市
）

　
結　
果

　
　
男
子
４
０
０
ｍ　
鈴
木　
大
翼

　
　
予
選　
５
組
１
着　
決
勝
進
出

　
　
決
勝　
第
４
位
入
賞

　
　
※
47
秒
26
の
新
潟
県
高
等
学
校
新
記
録
樹
立

　
　
女
子
円
盤
投　
森
川
貴
実
子

　
　
決
勝　
第
６
位
入
賞　

　
　
男
子
８
０
０
ｍ　
西
野　
航
史

　
　
予
選　
３
組
５
着　
予
選
敗
退

・  

大
会
名　
女
子
第
32
回　
全
国
高
等
学
校
駅
伝

競
走
大
会
（
２
年
連
続
９
回
目
の
出
場
）

　

�

期�　
日　
令
和
２
年
12
月
20
日

　

�

開�

催
地　
京
都
市
西
京
極
総
合
運
動
公
園
陸
上

競
技
場
付
設
駅
伝
コ
ー
ス
（
京
都
市
）

　
結　
果　
41
位

放
送
部

全
国
大
会
に
出
場
し
て

顧
問　

梅
田　
愛
子

昨
年
ま
で

二
十
六
年
連
続

出
場
し
て
い
た

Ｎ
Ｈ
Ｋ
杯
全
国

高
校
放
送
コ
ン

テ
ス
ト
は
、
史

上
初
の
開
催
中

止
と
な
り
ま
し

た
。
一
方
、
第

四
十
四
回
全
国

高
等
学
校
総

合
文
化
祭
高
知

大
会
は
、
ウ
ェ

ブ
開
催
が
決
定

し
、
七
名
の
部
員
が
参
加
し
ま
し
た
。
録
音
・
録

画
審
査
の
み
の
形
式
で
行
わ
れ
た
た
め
、
土
佐
の

空
気
や
全
国
大
会
の
熱
気
を
肌
で
感
じ
る
こ
と
は

叶
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
生
徒
た
ち
は
必
死
に
前

を
向
き
、
精
一
杯
の
準
備
を
し
て
臨
み
ま
し
た
。

こ
れ
が
高
校
生
活
最
後
の
大
会
と
な
っ
た
三
年

生
は
こ
ん
な
風
に
話
し
て
い
ま
す
。

●「
今
年
は
作
品
提
出
の
み
と
い
う
こ
と
で
と
て
も

残
念
に
思
い
ま
す
。
で
も
、
介
護
食
と
し
て
の
大
き

な
可
能
性
を
秘
め
た
新
潟
の
銘
菓
・
ハ
ッ
ピ
ー
タ
ー

ン
の
番
組
に
、
や
り
た
か
っ
た
こ
と
を
全
部
詰
め
て

発
表
で
き
た
こ
と
は
僕
の
誇
り
で
す
」（
ビ
デ
オ
メ
ッ

セ
ー
ジ
部
門
『Love�&

�Teeth

』
制
作
・
中
村
）

●「
今
年
は
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
部
活
動
の

時
間
が
全
く
と
れ
ず
、イ
レ
ギ
ュ
ラ
ー
な
年
に
な
っ

て
し
ま
い
ま
し
た
。
で
も
、
終
わ
り
よ
け
れ
ば
全

て
良
し
。
作
っ
て
い
る
最
中
は
辛
い
と
思
う
こ
と

も
多
々
あ
る
け
れ
ど
、
や
り
切
れ
ば
ス
ッ
キ
リ
し

ま
す
。
後
輩
た
ち
に
も
こ
の
気
持
ち
を
味
わ
っ
て

ほ
し
い
で
す
」（
同
番
組
制
作
・
滋
野
）

●「
全
国
大
会
は
、
頑
張
っ
て
い
る
人
が
こ
ん
な
に

た
く
さ
ん
い
る
ん
だ
と
い
う
刺
激
を
受
け
、
放
送

部
が
本
当
に
好
き
だ
な
あ
と
改
め
て
実
感
で
き
る

場
所
で
し
た
。
今
回
の
大
会
は
、
積
み
重
ね
て
き

た
六
年
間
の
中
で
一
番
伝
わ
る
読
み
に
な
っ
た
と

思
っ
て
い
ま
す
」（
ア
ナ
ウ
ン
ス
部
門
に
『
カ
ミ
フ

ル
ピ
ア
ノ
』
で
出
場
・
斎
藤
）

●「
努
力
す
れ
ば
結
果
が
出
る
っ
て
言
葉
は
な
か
な

か
信
じ
ら
れ
な
い
し
、
努
力
し
て
も
結
果
が
出
な

い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
で
も
そ
の
言
葉
を
信
じ
て
い

る
人
し
か
頂
点
の
先
に
あ
る
も
の
に
た
ど
り
着
く
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
。
絶
対
チ
ャ
ン
ス
は
あ
る
と
信
じ

て
、
私
が
見
た
景
色
も
見
ら
れ
な
か
っ
た
景
色
も
、

後
輩
た
ち
に
見
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
」（
朗
読
部

門
に
『
命
の
後
で
咲
い
た
花
』
で
出
場
・
平
野
）

●「
伝
え
る
こ
と
が
楽
し
い
、
も
う
一
度
大
会
に

出
た
い
、
い
ろ
い
ろ
な
思
い
が
あ
り
ま
す
。
日
本

全
国
が
大
変
な
状
況
で
、
私
だ
け
で
は
な
い
と
わ

か
っ
て
い
る
の
で
す
が
…
こ
の
思
い
は
書
き
き
れ

ま
せ
ん
。
苦
し
い
と
き
も
あ
っ
た
け
れ
ど
、
続
け

た
先
に
あ
る
も
の
は
本
当
に
大
き
い
こ
と
を
知
り

ま
し
た
。
最
高
の
青
春
を
最
高
の
仲
間
と
過
ご
せ

て
よ
か
っ
た
で
す
」（
ア
ナ
ウ
ン
ス
部
門
に
「
Ｓ
Ｌ

ば
ん
え
つ
物
語
」
で
出
場
・
鷲
津
）

●「
最
後
の
大
会
で
も
自
分
が
心
か
ら
伝
え
た
い
こ

と
、
大
好
き
な
こ
と
を
ア
ナ
ウ
ン
ス
に
で
き
て
幸
せ

で
し
た
。
絶
対
に
一
緒
に
全
国
に
行
き
た
い
と
思
え

る
仲
間
の
存
在
と
誰
か
の
本
気
の
思
い
を
届
け
た
い

と
い
う
信
念
が
２
年
間
頑
張
れ
た
理
由
だ
と
思
い

ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
」（
ア
ナ
ウ
ン

ス
部
門
に
『
エ
ー
ル
・
マ
ー
チ
』
で
出
場
・
高
橋
）

結
果
は
、
ビ
デ
オ
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
ア
ナ
ウ
ン
ス

で
ど
ち
ら
も
ブ
ロ
ッ
ク
２
位
。
惜
し
く
も
入
賞
を

逃
す
形
と
な
り
ま
し
た
が
、
明
訓
放
送
部
が
全
国

総
文
祭
で
こ
れ
ほ
ど
高
い
成
績
を
収
め
た
の
は
お

よ
そ
十
年
ぶ
り
で
す
。

現
在
、
明
訓
放
送
部
は
、
一
年
生
三
名
、
二
年

生
十
三
名
で
活
動
し
て
い
ま
す
。
大
会
に
向
け
た

作
品
制
作
に
加
え
て
、
こ
れ
か
ら
創
立
百
周
年
目

の
明
訓
祭
で
披
露
す
る
番
組
制
作
に
新
チ
ー
ム
一

丸
と
な
っ
て
邁
進
し
て
い
き
ま
す
。
来
年
度
、
足

を
お
運
び
に
な
る
際
に
は
、
放
送
部
の
声
に
耳
を

傾
け
て
い
た
だ
け
た
ら
幸
い
で
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、全
国
大
会
出
場
に
際
し

ま
し
て
多
く
の
方
々
か
ら
ご
支
援
を
い
た
だ
き
ま
し

た
こ
と
、
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
感
謝
の
気

持
ち
と
、ど
ん
な
状
況
で
も
前
向
き
に
切
り
抜
け
る

心
を
忘
れ
ず
に
こ
れ
か
ら
も
精
進
し
て
参
り
ま
す
。

書
道
部

「
全
国
高
等
学
校
総
合
文
化
祭

高
知
大
会
書
道
部
門
」
選
出

３
年　

内
藤　
文
乃

「
全
国
高
等
学
校
総
合
文
化
祭
高
知
大
会
書
道

部
門
」
に
新
潟
県
代
表
七
人
の
中
の
一
人
と
し
て

選
出
さ
れ
た
作
品
は
、
昨
年
の
新
潟
県
高
等
学
校
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総
合
文
化
祭
書
道
展
で
の
作
品
審
査
で
、
県
内
約

２
５
０
点
の
中
か
ら
選
ば
れ
ま
し
た
。
縦
２
３
０

セ
ン
チ
、
横
53
セ
ン
チ
の
紺
色
の
紙
に
、
金
泥
の

墨
を
使
い
五
行
書
き
で
書
し
た
作
品
で
す
。
内
容

は
、
中
国
唐
時
代
の
欧
陽
詢
が
書
い
た｢

行
書
千

字
文｣

を
臨
書
し
た
も
の
で
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
の
影
響
で
、
残
念
な
が
ら

高
知
県
で
は
実
施
不
可
能
に
な
り
ま
し
た
が
、
ｗ

ｅ
ｂ
で
の
作
品
展
示
や
、
交
流
会
で
行
う
予
定
で

あ
っ
た
小
品
の
揮
毫
や
名
刺
な
ど
の
実
際
の
物
が

送
ら
れ
て
き
て
、
生
徒
は
楽
し
み
な
が
ら
書
い
て

い
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、
工
夫
さ
れ

た
実
行
委
員
会
の
方
々
に
大
変
感
謝
す
る
と
と
も

に
、
全
国
の
作
品
を
見
る
と
ま
だ
ま
だ
練
習
し
な

く
て
は
と
い
う
思
い
を
強
く
し
て
い
る
次
第
で
す
。

◎
そ
の
他
の
全
国
コ
ン
ク
ー
ル
結
果

・｢

岐
阜
女
子
全
国
書
道
展｣

　
準
大
賞　
吉
川　
彩
葉
（
２
年
）

　
　
…�

総
出
品
数
１
５
、８
４
４
点
中
50
点
が
受

賞

・｢

書
の
甲
子
園｣

　
入
選　
　
五
十
嵐
凜
凪
（
２
年
）

　
　
　
　
　
平
岡　
千
鶴
（
１
年
）

　
　
…�

総
出
品
数
１
２
、１
７
１
点
中
１
、８
０
０

点
が
受
賞

生
物
部

大
会
結
果
報
告

顧
問　

田
中　
啓
太

生
物
部
は
、
昨
年
度
の
「
第
11
回
新
潟
県
高
等

学
校
自
然
科
学
系
ク
ラ
ブ
活
動
報
告
・
研
究
発
表

会
」
に
お
い
て
、
３
年
の
髙
橋
七
海
さ
ん
の
「
サ

ド
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
の
正
体 

～
形
態
計
測
と
分

子
系
統
解
析
で
80

年
来
の
謎
を
解
く

～
」
と
い
う
研
究

発
表
が
最
優
秀
賞

を
受
賞
し
、
全
国

高
等
学
校
総
合
文

化
祭
「
２
０
２
０

こ
う
ち
総
文
」
へ

の
出
場
が
決
定
し

ま
し
た
。
ま
た
、

２
年
の
松
浦
光
儀

く
ん
、
中
塚
智
喜

く
ん
の
両
名
に
よ

る
「
色
素
胞
か
ら

見
る
色
変
わ
り
メ

ダ
カ
の
研
究
」
と

い
う
研
究
発
表
が

優
秀
賞
を
受
賞

し
、
北
信
越
大
会

「
第
７
回�

北
信
越

地
区
高
等
学
校
自

然
科
学
部
研
究
発

表
会
」
へ
の
出
場

を
果
た
し
て
い
ま
す
。
そ
の
他
に
も
、
３
年
の
岡

村
里
穂
さ
ん
、
増
田
日
向
子
さ
ん
の
両
名
に
よ
る

「
ア
サ
ザ
の
ク
ロ
ー
ン
識
別
と
人
工
繁
殖�

～
絶
滅

危
惧
種
の
保
全
を
目
指
し
て
～
」
が
優
秀
賞
、
３

年
の
小
川
遥
菜
さ
ん
に
よ
る
「
ヒ
メ
ウ
ズ
ラ
の
羽

色
を
決
め
る
原
因
遺
伝
子
の
探
索
」
が
新
潟
工
科

大
学
長
賞
を
そ
れ
ぞ
れ
受
賞
す
る
な
ど
、
新
潟
県

に
お
け
る
研
究
発
表
会
で
過
去
最
多
の
入
賞
を
果

た
す
事
が
で
き
ま
し
た
。
県
内
・
全
国
の
研
究
レ

ベ
ル
も
年
々
上
が
っ
て
き
て
い
る
中
、
明
訓
の
生

徒
諸
君
は
大
い
に
健
闘
し
、
全
国
大
会
で
の
活
躍

も
期
待
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
今
年
度
予
定
さ
れ
て
い
た
全
国
高
等

学
校
総
合
文
化
祭
「
２
０
２
０
こ
う
ち
総
文
」
は
、

残
念
な
が
ら
Ｗ
ｅ
ｂ
開
催
と
な
っ
て
し
ま
い
、
実

際
に
全
国
の
高
校
生
と
高
知
県
に
お
い
て
交
流
・

発
表
を
す
る
こ
と
は
叶
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
現
地

で
の
発
表
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
作
品
を
送

付
し
た
３
年
の
髙
橋
七
海
さ
ん
の
研
究
が
、
全
国

ベ
ス
ト
８
に
の
み
贈
ら
れ
る
「
研
究
奨
励
賞
」
を

書
類
審
査
の
結
果
受
賞
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た

の
で
、
こ
こ
に
ご
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。
こ
こ
数

年
、
生
物
部
も
全
国
入
賞
が
ポ
ツ
ポ
ツ
と
で
き
る

よ
う
に
な
っ
て
き
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
も
同
窓
生
・

保
護
者
を
は
じ
め
、
多
く
の
皆
様
の
お
力
添
え
と

ご
協
力
の
お
か
げ
で
す
。
こ
の
場
を
借
り
て
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

文
芸
部

文
芸
部
の
活
動
報
告

顧
問　

石
川　
理
恵

文
芸
部
は
昨
年
度
の
「
新
潟
県
高
等
学
校
文
芸

コ
ン
ク
ー
ル
」
に
お
い
て
、
２
年
の
皆
川
未
玲
が

小
説
部
門
で
奨
励
賞
、
同
じ
く
３
年
の
齋
藤
千
桜

が
詩
部
門
で
奨
励
賞
を
受
賞
致
し
ま
し
た
。
こ
れ

を
受
け
て
全
国
総
合
文
化
祭
参
加
へ
の
推
薦
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

今
年
度
は
新
潟
県
代
表
と
し
て
高
知
県
で
行
わ

れ
る「
２
０
２
０
こ
う
ち
総
文
」に
参
加
す
る
予
定

で
し
た
が
、
新

型
コ
ロ
ナ
感
染

症
の
影
響
を
受

け
、
現
地
に
一

堂
に
会
す
る
形

で
の
開
催
で
は

な
く
な
り
ま
し

た
。
か
わ
り
に

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
を
活
用
し
て

作
品
の
発
表
・

展
示
を
行
う
こ

と
と
な
り
、
今

年
７
月
31
日

か
ら
10
月
31
日
ま
で
の
３
ヶ
月
に
渡
り
「W

EB�
SO
U
BU
N

」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

例
年
の
よ
う
に
現
地
の
研
修
会
や
講
師
の
先
生

方
と
直
接
ふ
れ
あ
う
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
そ
の
分
、
仲
間
と
活
動
す
る
か
け
が
え
の
な

い
時
間
や
活
動
の
意
味
を
改
め
て
認
識
す
る
こ
と

が
で
き
、
今
後
の
創
作
活
動
が
よ
り
い
っ
そ
う
充

実
し
た
も
の
に
な
る
と
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

さ
て
、
今
年
度
の
「
新
潟
県
高
等
学
校
文
芸
コ

ン
ク
ー
ル
」
で
は
、
昨
年
に
ひ
き
続
き
、
小
説
部

門
で
は
２
年
の
皆
川
未
玲
、
１
年
の
尾
﨑
花
が
入

選
、
詩
部
門
で
は
１
年
の
太
田
航
大
が
優
秀
賞
、

３
年
の
岡
田
志
帆
、
２
年
の
金
田
文
也
が
奨
励
賞

を
受
賞
致
し
ま
し
た
。
ま
た
、
皆
川
と
太
田
の
両

名
は
来
年
度
に
和
歌
山
県
で
開
催
さ
れ
る
全
国
総

合
文
化
祭
に
県
代
表
と
し
て
推
薦
さ
れ
る
こ
と
が

決
ま
り
ま
し
た
。

「
信
州
総
文
祭
」「
さ
が
総
文
祭
」「
こ
う
ち
総
文

祭
」
に
続
き
、
７
度
目
の
全
国
総
文
祭
参
加
に
な

り
ま
す
。
こ
れ
も
多
く
の
皆
様
の
お
力
添
え
と
ご

協
力
の
お
か
げ
で
あ
る
と
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
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１
組
（
41
名
）

飯　
野　
優　
理

石　
橋　
大　
幹

石　
山　
愉　
理

市
野
瀬　
衿　
花

伊　
藤　
陸　
人

岩　
城　
日
向
子

江　
口　
亜　
彌

江　
村　
健　
介

大　
嶋　
来　
実

大　
滝　
真　
穂

大　
野　
若　
葉

岡　
部　
希　
奈

尾　
島　
　
　
玲

落　
合　
亮　
輔

片　
山　
悠　
華

金　
田　
源
太
郎

北　
村　
　
　
柚

銀　
田　
光　
寿

小　
林　
陽　
向

小　
林　
侑　
世

佐　
藤　
優　
花

鈴　
木　
紫　
音

鈴　
木　
悠　
途

高　
橋　
　
　
健

髙　
橋　
　
　
遼

武　
田　
く
る
み

田　
巻　
朱　
理

田　
宮　
愛　
実

坪　
野　
カ
ノ
ン

長　
尾　
悠
大
朗

中　
村　
百　
代

長
谷
川　
颯　
祐

長
谷
川　
　
　
愛

春　
川　
　
　
望

樋　
浦　
ひ
な
た

樋　
口　
皓
汰
郎

飛
田
和　
以　
純

藤　
村　
紗　
妃

村　
山　
　
　
凜

山　
口　
綺　
良

吉　
川　
琴　
巳

２
組
（
40
名
）

青　
木　
　
　
駿

姉　
﨑　
　
　
舞

池　
宮　
　
　
駿

石　
井　
咲　
良

石　
本　
啓
太
郎

榎　
　
　
柚　
香

大　

　
夏　
子

小　
木　
沙
友
夏

小　
倉　
夕　
葉

川　
崎　
菜　
都

　
家　
　
　
麗

熊　
谷　
梨　
央

熊　
倉　
治　
郎

小　
坂　
　
　
晴

小
坂
井　
莉　
子

小　
林　
彩　
未

小　
山　
　
　
悠

坂　
井　
利
華
子

佐　
藤　
智　
紀

庄　
司　
小
夜
子

新　
村　
菜
々
花

杉　
村　
　
　
睦

杉　
山　
達　
也

髙　
橋　
杏　
奈

田　
辺　
大　
空

田　
畑　
百　
恵

千　
葉　
海　
希

土　
田　
桂　
輔

中　
川　
千　
穂

本　
間　
郁　
美

松　
島　
ゆ　
う

三
ツ
井　
孝　
希

宮　
尾　
益　
彰

武　
藤　
恵　
梨

目　
黒　
梨　
沙

森　
本　
武　
照

諸　
橋　
　
　
悠

若　
杉　
陽　
和

若　
月　
仁　
美

渡　
辺　
栞　
理

３
組
（
44
名
）

𫝆　
井　
琉　
香

上　
野　
真　
奈

春　
日　
真　
琴

木　
戸　
優　
歌

古　
市　
海　
斗

小　
林　
あ
ゆ
み

小　
林　
秀　
徳

坂　
井　
み
な
み

佐
々
木　
の
の
か

佐　
藤　
涼　
香

佐　

　
　
　
光

佐　
藤　
陽　
菜

澤　
田　
詩　
月

志　
田　
真　
優

澁　
谷　
拓　
人

神　
保　
吉　
成

鈴　
木　
　
　
新

諏　
訪　
さ　
ら

関　
　
　
駿　
太

髙　
嶋　
　
　
成

髙　
山　
彩　
結

髙　
山　
　
　
輝

多
々
良　
幸　
喜

田　
中　
千　
秋

塚　
野　
堅
太
郎

坪　
谷　
礼　
乃

鶴　
巻　
優　
菜

東　
城　
大　
典

冨　
田　
真　
央

富　
田　
留　
偉

外　
山　
陽　
大

内　
藤　
　
　
舞

春　
川　
千　
潮

樋　
浦　
友
理
奈

星　
山　
慶
太
郎

本　
間　
有　
人

本　
間　
智　
也

真　
嶋　
は
る
か

皆　
川　
千　
優

森　
田　
倫　
琉

横　
山　
琴　
美

吉　
井　
健　
人

吉　
田　
詩　
音

渡　
部　
　
　
舞

４
組
（
45
名
）

安　
島　
幸
太
朗

五
十
嵐　
康　
誠

池　
田　
花　
音

伊　
藤　
　
　
駿

遠　
藤　
敬　
大

大　
塚　
遥　
希

大　
淵　
美　
優

大　
湊　
み
ず
は

岡　
　
　
楓　
華

岡　
田　
尚　
大

小
野
塚　
友　
梨

笠　
原　
和　
希

加　
藤　
七　
花

川　
村　
晴　
香

小
池
上　
　
　
敦

小　
林　
大　
季

齋　
藤　
日　
和

齊　
藤　
広　
人

櫻　
井　
　
　
瞳

佐　
野　
結　
人

高　
戸　
　
　
杏

高　
野　
　
　
綾

田　
崎　
詠
里
子

坪　
井　
桜　
歌

栂　
坂　
日　
向

豊　
野　
陽　
平

中　
村　
健　
太

中　
村　
多　
恵

野　
村　
妃　
南

長
谷
川　
琴　
乃

羽　
鳥　
大　
志

備　
前　
智　
成

藤　
井　
昂　
輝

星　
野　
叶　
馬

松　
田　
健　
伸

松　
田　
優　
大

水　
落　
羽　
乃

南　
　
　
汰　
希

宮　
尾　
波　
那

矢　
後　
龍　
斉

山　
岸　
荘　
汰

山　
名　
咲
也
野

吉　
田　
颯　
汰

吉　
田　
泉　
樹

渡　
辺　
う
ら
ら

５
組
（
44
名
）

秋　
野　
太　
祐

安　
宅　
颯　
平

阿　
部　
孝　
宣

稲　
村　
日
香
里

入　
倉　
明
日
美

梅　
﨑　
　
　
航

小　
川　
　
　
葵

落　
合　
　
　
薫

小　
柳　
陽
菜
子

神　
田　
姫　
花

櫛　
谷　
佑　
太

工　
藤　
詩　
央

後　
藤　
大　
輝

後　
藤　
智　
大

小　
林　
京　
右

近　
藤　
真　
優

雜　
賀　
郁　
実

才　
田　
実　
李

佐　
藤　
　
　
丞

佐　
野　
令　
佳

澤　
田　
　
　
花

瀬　
倉　
里　
南

高　
井　
未　
来

高　
橋　
尚　
己

滝　
沢　
茉　
由

谷　
口　
萌　
音

田　
村　
唯　
登

西　
條　
創　
大

韮　
澤　
未　
来

羽　
田　
清　
香

原　
田　
和　
駿

樋　
口　
湧　
大

平　
石　
大　
輝

平　
野　
航
一
朗

古　
田　
大　
貴

星　
山　
佳　
歩

丸　
山　
菜　
桜

皆　
川　
う
ら
ら

箕　
輪　
悠　
介

山　
崎　
翔　
大

横　
澤　
拓　
実

和　
田　
莉　
奈

渡　
邉　
彩　
海

渡　
邊　
史　
夏

６
組
（
42
名
）

阿　
部　
龍　
星

伊　
藤　
柚　
葉

片　
桐　
雷　
造

岸　
本　
大　
輝

木　
村　
昂　
暉

倉　
石　
珠　
倖

酒　
井　
健
太
郎

砂　
井　
翔　
太

佐
々
木　
唯　
人

塩　
入　
大　
陸

篠　
原　
尚　
暉

陶　
山　
聡　
太

曽　
我　
賢
太
郎

　
部　
太　
郎

髙　
津　
翔　
太

髙　
野　
　
　
蓮

髙　
橋　
一　
誠

高　
橋　
祥　
太

高　
山　
　
　
拓

竹　
内　
槙　
吾

田　
中　
想　
人

中　
村　
　
　
零

西　
條　
光　
貴

長
谷
川　
栄　
空

長
谷
川　
サ　
ラ

羽　
生　
憲　
平

藤　
塚　
海　
東

古　
澤　
侑　
里

堀　
内　
悠　
生

本　
田　
健　
人

本　
間　
　
　
翔

本　
間　
大　
暉

本　
望　
斗　
和

見　
田　
朋　
海

綠　
川　
愛　
夏

山　
岸　
み
な
み

山　
田　
開　
太

山　
本　
大　
凱

吉　
原　
遼　
人

渡　
邉　
　
　
樹

渡　
邊　
暖　
人

渡　
邊　
竜
之
介

７
組
（
37
名
）

青　
木　
寛　
奈

荒　
井　
翔　
平

五
十
嵐　
達　
己

幾　
野　
紘　
介

池　
田　
恵　
悟

石　
田　
　
　
苺

伊　
藤　
　
　
慧

井　
上　
大　
生

井　
上　
由　
衣

江　
部　
柊　
馬

遠　
藤　
卓　
巳

遠　
藤　
麻　
衣

小　
柳　
瑞　
貴

風　
間　
宏　
大

陸　
　
　
瑞　
紀

古
田
島　
友
実
子

坂　
口　
晏　
梨

坂　
爪　
友　
香

志　
田　
優　
香

高　
井　
優　
陽

髙　
橋　
由　
衣

立　
川　
　
　
樹

田　
中　
理　
絵

友　
野　
佳　
祐

納　
谷　
彩　
加

馬　
場　
裕　
希

藤　
田　
珠　
江

堀　
内　
瑞　
生

牧　
野　
藍　
那

丸　
山　
明
日
香

宮　
腰　
こ
は
る

山　
田　
さ
く
ら

吉　
田　
　
　
新

吉　
田　
早　
希

吉　
田　
優
太
郎

鷲　
塚　
隆　
馬

渡　
邉　
彩　
華

８
組
（
36
名
）

阿　
部　
穂　
華

阿　
部　
優　
心

大　
平　
拓　
弥

大　
野　
綾　
香

金　
川　
大　
悟

陸　
　
　
仁　
美

小　
林　
蒼　
央

小　
山　
瑠　
太

坂　
井　
駿　
介

坂　
田　
幸　
紀

佐
久
間　
桃　
子

佐　
藤　
綾　
花

進　
藤　
　
　
和

杉　
原　
泉　
美

髙　
井　
若　
葉

髙　
取　
晃　
裕

髙　
橋　
涼　
花

田　
村　
元　
希

土　
田　
奈　
知

内　
藤　
洸　
樹

中　
川　
琉　
衣

長
谷
川　
朋　
香

樋　
口　
ひ
か
り

廣　
田　
奈　
月

藤　
井　
冴　
香

古　
川　
茉　
実

堀　
川　
遥　
名

本　
田　
紗　
也

森　
林　
美　
穂

森　
谷　
日　
香

吉　
岡　
優　
太

吉　
田　
力　
生

寄　
藤　
龍　
輝

渡　
邉　
　
　
開

渡　
邉　
健　
太

渡　
部　
　
　
翔

９
組
（
37
名
）

朝　
倉　
真　
衣

阿　
部　
美　
理

飯　
濱　
　
　
伸

池　
　
　
龍
優
翔

伊　
藤　
友　
起

井　
上　
佳　
鈴

今　
井　
悠　
人

榎　
本　
百　
花

大　
野　
康　
太

岡　
﨑　
江
梨
花

小　
熊　
樹　
里

川　
又　
日
菜
子

川　
又　
愛　
実

木　
村　
　
　
凌

国　
原　
琴　
音

齋　

　
秀
太
朗

佐　
藤　
　
　
優

佐　
藤　
　
　
伶

鈴　
木　
　
　
快

髙　
橋　
　
　
潤

武　
田　
晃　
大

玉　
木　
波
一
朗

田　
巻　
真　
宙

土　
田　
眞　
彩

中　
川　
　
　
瞳

中　
村　
優　
希

中　
谷　
　
　
恵

丹　
路　
結　
香

早　
津　
七　
海

平　
野　
美　
碧

平　
山　
龍
之
介

宮　
澤　
幸　
羽

村　
上　
晃　
一

山　
田　
紗
季
子

山　
田　
真　
澄

米　
田　
　
　
陸

渡　
辺　
幹　
太

◎入会金
全日制71回生  366名
 366,000円
◎終身会費
全日制71回生  366名
 1,830,000円
◎合計� 2,196,000円

会費納入状況

令
和
２
年
卒

全
日
制
第
71
回

終
身
会
費
納
入
者
御
芳
名

（
敬
称
略
）

令
和
二
年
五
月
十
四
日
現
在



niigata-meikun-dousoukai.com 令和２年12月31日（第62号）（12）《 明 訓 同 窓 》

１　
会　
　
議

（
１
）
総　
　
　
会

令
和
元
年
・
11
・
２
（
土
）　
16
：
00

於
：�

Ａ
Ｎ
Ａ
ク
ラ
ウ
ン
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
新
潟

・
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン　
17
：
00

・
懇
親
会　
　
　
　
　
17
：
30

（
２
）
常
任
委
員
会

令
和
２
年
・
７
・
29
（
水
）　
18
：
30

於
：�

Ａ
Ｎ
Ａ
ク
ラ
ウ
ン
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
新
潟

（
３
）
役　
員　
会

令
和
２
年
・
７
・
22
（
水
）　
19
：
00

於
：
じ
ょ
い
あ
す
新
潟
会
館

２　
そ 

の 

他

令
和
元
年
・
10
・
５
（
土
）　
13
：
00

・��
関
西
新
潟
明
訓
会�

令
和
元
年
度
懇
親
パ
ー
テ
ィ
ー

於
：
ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
ヴ
ィ
ア
大
阪

令
和
元
年
・
11
・
９
（
土
）　
13
：
00

・��

首
都
圏
新
潟
明
訓
会�

令
和
元
年
度
懇
親
パ
ー
テ
ィ
ー

於
：
明
治
記
念
館

令
和
２
年
・
２
・
21
（
金
）　
19
：
00

・��

新
年
懇
談
会
：
学
校
管
理
職
及
び
担
当
職
員
の

方
々
を
招
い
て
開
催

於
：
ホ
テ
ル
オ
ー
ク
ラ
新
潟

同窓生の皆様へ　登録情報の変更はお済ですか？
　引越しや結婚などで住所や名前に変更があった場合は、事務局までお知らせください。登録台帳
を更新いたします。
　「情報変更フォーム」から登録変更連絡が行なえます。事務局あてのTELでもお受けしています。

　https://meikun-dousoukai.securesite.jp/form/
●�ご本人確認のため、折り返しご連絡させていただく場合がございます。あらかじめご了承く
ださい。
●�ご家族などが代理入力する場合は、本人の許可をご確認のうえお願いします。許可を得ずに
発生したトラブルは、本会は責任を負いません。
●�お送りいただきました情報は新潟明訓高等学校および同窓会からのお知らせに利用させてい
ただきます。

令
和
元
年
度
会
務
報
告

創立百周年を記念する行事の一環として、2021年秋に同窓会名
簿の発行を予定しています。今後、同窓会員の皆様には、調査ハ
ガキを送付いたしますので、回答にご協力ください。

※�この同窓会名簿は、本同窓会が正規に発行するものです。

※�新潟明訓高校および本校同窓会とは関係ない部外者が発行する類似品にご
注意願います。

※�本同窓会名簿作成につきましては、株式会社　第一印刷所（新潟市中央区
和合町2-4-18）に情報処理・印刷を委託しております。

明訓高校同窓会名簿について

パソコン・スマホ対応
同窓会ホームページから

アクセス！

イメージ


